
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています!

大4 水道スマートメーターの普及に向けたコストダウン

2 課題の詳細

大阪市

水道スマートメーターの導入は、その効果として水道使用量の見える化などのお客さまの利便性

向上、遠隔検針など水道事業運営の効率化、さらには、データ利活用によりエネルギー効率化や環

境負荷低減などSDGsの達成やスマートシティの実現にも寄与することが期待されます。将来の市

内全域への導入拡大をめざし、市域の一部エリアへの先行導入や、産学官連携による実証実験の実

施により、導入に向けた課題と効果の整理を行っています。

現状では、水道スマートメーターは従来の機械式メーターに比べて導入費用が高いことから、将来

的な導入拡大に向けては費用低減が課題となっています。

 （従来の機械式メーター並みに）安価に水道スマートメーターの導入・運用を実現する技術

スマートメーターの形式（分離型、一体型、アタッチメント型など）や通信方式（セルラー、

非セルラー）等を問わず、安価に遠隔検針を可能とする技術・アイデアの提案を期待します。

求める技術:⑪


